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は
じ
め
に

江
戸
時
代
に
お
い
て
、
徳
川
家
康
の
築
い
た
江
戸
城
に
先
ん
じ
て
当
地
に

城
を
築
い
た
と
認
識
さ
れ
て
い
た
太
田
道
濯
(
一
四
三
二

i
八
六
)
に
つ
い

て
は
、
そ
の
名
の
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
に
反
し
て
、
事
跡
に
は
な
お
未
詳

の
部
分
が
多
い
。
そ
の
こ
と
は
、
道
濯
の
父
、
道
真
に
つ
い
て
も
同
様
と
い

え
る
。
彼
ら
に
関
し
、
現
在
ま
で
伝
わ
っ
て
い
る
諸
々
の
伝
説
・
伝
承
は
、

事
実
と
認
め
ら
れ
る
も
の
も
あ
る
一
方
で
、
多
く
は
真
偽
入
り
混
じ
っ
た
も

の
と
見
な
す
べ
き
で
あ
る
の
が
実
際
で
あ
ろ
う
。
彼
ら
に
つ
い
て
は
、
日
本

史
学
に
よ
る
史
実
の
追
究
の
み
な
ら
ず
、
文
化
人
・
歌
人
と
し
て
の
道
濯
や

道
濯
伝
説
そ
の
も
の
に
対
す
る
日
本
文
学
側
か
ら
の
検
討
も
あ
る
。

本
稿
は
、
そ
の
よ
う
な
道
濯
も
し
く
は
道
真
を
め
ぐ
る
伝
説
の
所
産
と
も

思
し
い
、
『
太
田
道
真
息
男
道
謹
年
少
之
時
教
訓
之
状
』
(
以
下
、
『
教
訓
之

状
』
)
と
い
う
資
料
に
つ
い
て
、
些
か
取
り
上
げ
た
い
。

瞥
見田

寛

口

『
教
訓
之
状
』

の
概
要

『
教
訓
之
状
』
は
、
そ
の
題
名
に
よ
る
な
ら
ば
、
太
田
道
真
が
息
子
、
ま

だ
若
年
の
頃
の
道
瀧
に
対
し
て
、
素
行
を
改
め
さ
せ
る
べ
く
与
え
た
教
訓
状

で
あ
る
。
道
真
に
、
「
二
位
房
一
」
(
あ
る
い
は
従
二
位
房
一
)
と
い
う
人
物
か
ら

若
年
の
子
息
の
素
行
に
関
す
る
報
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
道
濯
の
若
年
期
に
つ

い
て
は
、
確
か
と
い
え
る
資
料
は
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
て
い
な
い
が
、
父
親
の

手
を
焼
か
せ
た
ら
し
い
説
は
他
に
も
あ
り
、
そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
当
該
資

料
に
言
及
し
た
も
の
が
、
『
岩
槻
市
史
古
代
・
中
世
史
料
編
H

岩
付
太

閏
氏
関
係
史
料
』
(
一
九
八
三
・
三
岩
槻
市
役
所
。
以
下
、
『
岩
槻
市
史
』
)

に
お
け
る
、
「
一
三
太
田
道
真
息
男
道
濯
年
少
之
時
教
訓
之
状
(
千
葉

市
潮
田
資
道
氏
所
蔵
)
」
(
第
一
章
「
記
録
・
鐘
銘
」
、
一

O
七
1
一
O
九

頁
)
に
対
す
る
「
解
説
」
で
あ
る
(
二
二
頁
。
執
筆
者
不
記
)
。
な
お
道
瀧

は
、
そ
の
実
名
に
つ
い
て
は
未
だ
定
説
を
見
ず
、
幼
名
に
つ
い
て
は
俗
に

「
鶴
千
代
」
と
伝
わ
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
確
実
と
い
え
る
も
の
で
は
な
い
。
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太
田
道
真
患
男
道
濯
年
少
之
時
教
訓
之
状
道
瀧
幼
年
時
代
の
逸
話

に
、
鶴
千
代
一
五
歳
の
時
、
父
道
真
は
鶴
千
代
を
膝
下
に
招
き
「
汝
は

幼
少
よ
り
容
貌
端
正
、
英
気
凍
然
、
い
わ
ゆ
る
玉
山
に
近
づ
け
ば
人
を

照
映
る
と
い
う
諺
の
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
古
人
の
言
に
も
教
え
る
ご

と
く
、
智
恵
が
あ
り
す
ぎ
る
と
大
偽
に
走
り
や
す
く
、
又
智
恵
が
な
い

の
に
大
事
を
謀
れ
ば
必
ず
禍
が
身
に
せ
ま
る
も
の
で
あ
る
。
心
し
て
言

行
を
慎
ま
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
警
え
を
も
っ
て
い
う
な
ら
ば
、
障
子

は
真
立
し
て
こ
そ
は
じ
め
て
用
を
た
す
も
の
で
、
曲
っ
て
い
て
は
倒
れ

て
役
に
立
た
な
い
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
」
こ
の
父
の
教
訓
を
聴
く
や

鶴
千
代
は
別
室
か
ら
扉
風
を
持
ち
出
し
て
来
て
父
の
前
に
立
て
、
「
真

直
ぐ
に
し
て
は
倒
れ
る
け
れ
ど
も
、
曲
っ
て
こ
そ
役
に
立
つ
も
の
で
あ

り
ま
す
。
」
と
言
葉
を
返
し
た
と
い
う
。
こ
の
教
訓
も
、
こ
の
物
語
と

同
じ
よ
う
に
、
鶴
千
代
が
幼
年
に
し
て
才
気
を
換
発
し
、
時
に
は
騎
り

を
増
長
す
る
気
性
を
父
道
真
が
危
ぶ
ん
で
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

右
の
扉
風
の
話
は
、
木
村
忠
貞
に
よ
る
文
政
三
(
一
八
二

O
)
年
の
読
本

『
太
田
道
濯
雄
飛
録
』
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
逸
話
で
あ
る
。
ま
た
、
『
寛
政
重

修
諸
家
譜
』
巻
二
五
三
に
は
、
「
資
長
」
(
道
濯
)
の
逸
話
と
し
て
、
「
十
五

の
時
父
資
清
(
道
真
|
稿
者
注
)
、
障
子
に
払
打
者
不
長
の
四
大
字
を
書
し
て
、

た
め
に
こ
れ
を
い
ま
し
む
。
資
長
其
傍
に
、
不
於
亦
不
長
と
書
し
て
こ
れ
に

こ
た
ふ
」
と
い
う
記
事
が
見
ら
れ
る
(
『
岩
槻
市
史
』
に
も
掲
載
が
あ
る
が
、

続
群
書
類
従
完
成
会
刊
本
に
よ
っ
た
。
な
お
、
『
寛
永
諸
家
系
図
伝
』
に
は

逸
話
不
載
)
。

こ
れ
ら
扉
風
の
逸
話
や
障
子
の
逸
話
を
と
も
に
収
め
て
い
る
の
が
、
『
岩

槻
市
史
』
(
第
二
章
第
一
節
、
三
八
七
頁
)
に
「
一

O
太
田
家
譜
(
千

葉
市
潮
田
資
道
氏
所
蔵
)
」
と
す
る
、
『
太
田
家
譜
』
で
あ
る
。
該
書
は
巻

首
に
、
「
安
房
守
資
武
以
伝
来
之
実
録
記
之
」
と
あ
る
資
料
で
、
道
真
・
道

濯
の
子
孫
で
あ
る
太
田
資
武
(
一
五
七

0
1
一
六
四
三
)
の
「
伝
来
之
実

録
」
に
よ
っ
て
記
し
た
と
い
う
、
そ
の
記
述
を
信
じ
る
な
ら
ば
、
道
濯
の
伝

記
に
つ
い
て
も
比
較
的
信
頼
の
置
け
そ
う
な
資
料
で
あ
る
。
注
目
す
べ
き
な

の
は
、
道
濯
の
伝
記
「
一
左
衛
門
大
夫
持
資
入
道
道
謹
伝
」
に
記
載
さ
れ
た

前
掲
の
二
つ
の
逸
話
に
続
い
て
、
「
道
真
大
怒
テ
以
一
扇
子
打
道
濯
、
即
走
去
、

又
道
真
作
教
訓
之
状
道
濯
ニ
ヲ
ク
ル
〈
訓
子
状
始
有
嫡
家
/
今
当
家
所
持
〉
」

(
三
八
八
頁
。
山
括
弧
内
は
、
原
文
は
割
書
き
)
と
す
る
点
で
、
こ
こ
に
記

す
「
教
訓
之
状
」
「
訓
子
状
」
と
は
、
本
稿
の
取
り
上
げ
る
『
教
訓
之
状
』

を
指
す
も
の
か
と
思
わ
せ
る
。
な
お
、
『
教
訓
之
状
』
『
太
田
家
譜
』
等
の
所

蔵
者
で
あ
る
「
瀬
田
資
道
氏
」
に
つ
い
て
は
、
『
岩
槻
市
史
』
「
解
説
」
中
の

「
太
田
家
譜
」
項
に
、
「
本
史
料
は
、
岩
付
太
田
氏
の
一
族
潮
田
氏
末
商
潮
田

資
道
氏
の
所
蔵
で
あ
る
」
(
二
五
頁
)
、
「
潮
国
家
譜
」
項
に
、
「
太
田
資
正
の

四
男
資
忠
を
始
祖
と
す
る
潮
田
氏
は
、
母
方
で
あ
る
潮
田
の
姓
を
名
乗
っ
て

別
家
し
、
父
資
正
か
ら
大
宮
・
浦
和
・
木
崎
・
領
家
の
地
を
与
え
ら
れ
永
禄

三
年
(
一
五
六

O
)
寿
能
城
を
築
い
て
住
し
た
。
資
忠
の
次
男
資
政
は
太
田

資
武
に
養
わ
れ
、
後
に
古
河
城
主
土
井
利
勝
に
仕
え
た
の
で
あ
る
。
内
容

は
、
資
忠
か
ち
り
資
富
ま
で
の
事
歴
が
記
さ
れ
て
い
る
」
(
間
頁
)
と
あ
り
、

「
本
名
太
田
氏
潮
田
家
略
系
・
太
田
潮
田
系
図
」
項
に
は
、
「
二
点
の
系
譜
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は
、
潮
田
資
道
氏
の
所
蔵
で
、
清
和
天
皇
か
ら
の
略
系
で
あ
る
」
(
同
頁
)

と
あ
る
だ
け
で
な
く
、
「
一
三
本
名
太
田
氏
潮
田
家
略
系
」
(
第
二
章
第
一

節
、
四
三
五
頁
i
)
と
「
一
四
太
田
潮
田
系
図
」
(
同
前
、
四
三
六
頁
i)

と
は
両
者
と
も
、
内
容
が
「
資
道
」
で
終
わ
る
。
す
な
わ
ち
、
『
教
訓
之
状
』

『
太
田
家
譜
』
は
双
方
と
も
道
真
・
道
濯
の
子
孫
で
あ
る
潮
田
氏
が
所
蔵
し

て
い
た
資
料
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
『
教
訓
之
状
』
の
伝
本
・
『
太
田
家
譜
』

の
伝
承
、
そ
れ
ぞ
れ
の
真
偽
・
実
否
や
、
成
立
・
発
生
の
先
後
関
係
は
さ
て

お
く
と
し
て
も
、
双
方
は
相
互
に
照
応
す
る
も
の
と
し
て
伝
来
し
た
と
捉
え

ら
れ
よ
う
。

『
教
訓
之
状
』
伝
来
を
め
ぐ
る
以
上
の
資
料
に
加
え
、
興
味
深
い
の
が
、

『
教
訓
之
状
』
の
数
少
な
い
伝
本
の
一
つ
と
認
め
ら
れ
る
、
早
稲
田
大
学
図

書
館
蔵
「
太
田
道
真
左
衛
門
大
夫
資
清
教
訓
状
」
(
服
部
文
庫
イ

1
7
/

9
7
0
以
下
、
早
大
本
)
で
あ
る
。
該
本
は
全
七
丁
の
罫
紙
を
仮
綴
し
た
も

の
で
、
教
訓
状
本
文
は
『
岩
槻
市
史
』
所
収
の
も
の
に
近
い
の
に
加
え
て
誤

写
・
誤
脱
の
補
訂
が
多
く
、
装
訂
・
内
容
と
も
に
重
く
見
る
べ
き
も
の
は
な

い
が
、
書
承
の
経
緯
を
窺
わ
せ
て
く
れ
る
巻
首
の
記
述
と
、
第
五

i
七
丁
と

い
う
、
教
訓
状
本
文
の
分
量
に
匹
敵
す
る
長
文
の
識
語
・
奥
書
と
が
注
目
さ

れ
る
。
以
下
に
引
用
し
た
い
(
凡
例
は
後
述
「
三
静
嘉
堂
本
翻
刻
」
の
も

の
を
参
照
さ
れ
た
い
。

A-は
判
読
不
能
文
字
を
表
す
)
。

【
巻
首
】太

田
道
真
左
衛
門
大
夫
資
清
教
訓
状
/

O
諸
家
摘
抄
・
自
主
題
太
田
道
真
髄
一
柵
門
太
夫
息
男
道
瀧
年
少
之
/
時
教

訓
状
葦
田
氏
伝
/

【
識
語
・
奥
書
】

此
訓
書
は
太
田
記
】
兵
衛
細
井
次
郎
太
夫
へ
広
沢
為
遺
物
贈
れ
り
其
/
本

書
を
以
て
訓
を
付
る
此
左
兵
衛
は
太
田
三
楽
の
嫡
孫
也
三
楽
/
嫡
子
を

阿
波
守
と
い
ふ
父
子
不
和
に
し
て
嫡
子
阿
波
守
父
三
楽
を
/
追
出
し
剰

へ
次
男
梶
原
源
太
を
人
質
に
取
た
り
因
て
三
楽
/
力
な
く
漸
十
八
万
石

を
分
領
す
源
太
は
禁
富
堅
く
忍
ひ
出
/
る
事
も
な
ら
す
四
五
ヶ
年
を
過

或
時
夜
逃
出
る
そ
の
節
川
鍋
/
越
前
と
い
ふ
者
源
太
に
付
添
た
り
芦
毛

の
馬
を
才
覚
し
て
是
/
に
乗
し
め
よ
と
い
ふ
芦
毛
は
家
に
嫌
ふ
と
い
ふ

此
節
何
の
嫌
ふ
事
あ

(
5
オ
)
ら
ん
と
越
前
す
』
め
け
れ
は
源
太
此
時

こ
そ
嫌
ふ
へ
け
れ
敵
追
か
け
/
来
ら
は
汝
一
所
に
討
死
す
へ
し
死
を
極

め
た
る
身
な
れ
は
嫌
ふ
と
て
歩
/
行
に
て
逃
出
た
り
此
川
鍋
か
跡
今
土

井
淡
路
守
殿
に
居
川
鍋
舎
/
人
か
先
祖
也
と
云
三
楽
そ
の
後
牢
浪
の
人

と
な
り
小
田
原
陣
の
と
き
/
神
祖
の
推
挙
に
依
て
陣
営
に
在
と
い
へ
と

も
秀
吉
公
の
心
に
不
叶
/
神
祖
御
羽
織
を
被
下
た
る
は
か
り
に
て
そ
の

通
り
也
阿
波
守
子
某
/
後
手
直
参
の
望
有
け
る
が
越
前
家
へ
仕
へ
た
り

兼
而
十
分
一
/
を
可
給
約
束
に
て
有
し
に
ゃ
う
/
¥
八
千
石
を
賜
ふ
左

兵
衛
は
次
/
男
に
て
千
石
を
賜
ふ
後
の
越
前
守
殿
心
に
不
叶
兄
死
し
て

後
千
/
石
の
ま
h

に
て
兄
の
八
千
石
は
つ
ぶ
さ
る
へ
き
由
に
て
六
年
ば

か
り
過

(
5
ウ
)
ぬ
そ
の
後
方
々
の
吹
挙
に
て
亡
兄
の
八
千
石
を
賜
ふ



然
る
に
越
前
/
守
殿
騒
動
に
て
半
地
に
減
す
其
時
二
千
石
賜
ふ
是
を
不

足
し
て
/
暇
を
乞
甲
府
中
納
言
様
よ
り
三
百
人
扶
持
可
被
下
と
の
事

有
吋
畝
榔
帥
工
人
是
又
太
田
備
中
守
家
は
元
来
太
田
道
濯
の
家
来
太
田
備
中

か
子
孫
/
也
因
て
太
田
三
楽
は
道
濯
よ
り
五
代
目
そ
の
祖
源
頼
政
に
出

て
主
筋
故
/
五
百
石
分
地
す
へ
き
と
あ
り
然
と
も
此
分
地
之
事
松
平
保

山
取
持
/
に
て
相
談
有
と
い
へ
と
も
兄
弟
の
外
分
地
と
い
ふ
事
無
之
従

弟
に
て
/
分
地
は
一
人
有
松
平
隠
岐
守
分
レ
松
平
左
太
夫
是
一
人
の
外

な
き
/
事
な
れ
は
左
兵
衛
に
於
て
備
中
守
分
地
如
何
と
被
申
方
有
之
/

て
や
み
ぬ
其
後
松
平
右
京
大
夫
殿
獅
子
王
の
御
剣
を
上
る

(
6
オ
)
此

筋
を
以
て
御
直
に
可
被
召
出
哉
と
引
懸
り
甲
府
の
願
も
や
め
け
る
也
/

鵬
摘
μ
盟
沢
左
兵
衛
此
時
一
柳
土
佐
守
殿
長
屋
に
居
た
り
/
そ
の
後
右

京
太
夫
殿
十
人
扶
持
備
中
守
殿
品
川
人
扶
待
合
力
あ
り
/
て
川
越
に
塾
居

せ
り
こ
れ
三
楽
の
旧
地
に
し
て
位
牌
堂
な
と
有
故
/
也
愛
に
て
手
付
せ

し
が
そ
の
事
評
議
あ
し
く
城
主
秋
元
但
馬
守
/
殿
思
入
宜
し
か
ら
ず
そ

れ
よ
り
右
京
大
夫
殿
知
行
所
へ
移
り
愛
/
に
て
男
子
死
去
せ
し
か
は
大

に
愁
腸
し
中
風
を
煩
ひ
出
し
殊
に
臨
に
困
窮
せ
し
に
よ
り
河
内
園
地
.

(
明
カ
)
寺
と
い
ふ
一
向
寺
親
頼
に
て
妾
服
/
の
女
壱
人
つ
れ
引
込
け

る
に
此
時
此
巻
物
と
庵
僧
の
手
跡
と
を
時
/
好
有
に
よ
り
細
井
次
郎
太

夫
広
沢
に
送
ら
れ
し
也
獅
子
王
の

(
6
ウ
)
御
剣
は
土
岐
の
家
頼
政
の

末
葉
と
て
此
剣
あ
り
井
伊
掃
部
頭
殿
/
は
猪
早
太
か
末
葉
と
し
て
此
家

に
も
有
と
い
ふ
此
左
兵
衛
右
京
/
殿
へ
ま
い
ら
せ
し
も
獅
子
王
也
此
万

は
弐
尺
三
寸
あ
り
て
豊
後
/
の
行
平
か
作
也
と
そ
此
剣
を
進
す
る
に
よ

り
右
京
殿
金
子
/
五
百
両
給
は
り
し
也
/

右
之
趣
細
井
次
郎
大
夫
と
の
語
を
そ
の
ま
h

に
書
付
畢
/

享
保
十
六
年
辛
亥
十
二
月
十
五
日
記
/

O
今
案
に
此
文
書
太
田
道
真
教
訓
書
之
由
云
伝
ふ
る
所
/
い
ふ
か

し
此
中
を
見
る
に
時
代
に
あ
は
さ
る
所
あ
り
為
連
膏
為
/
誹
請
と

有
も
い
ま
た
此
時
代
に
は
い
か
い
と
て
外
に
は
な
し

(
7
オ
)
其

外
子
息
へ
教
ゆ
へ
き
文
言
に
あ
ら
す
た
』
世
の
教
訓
/
書
に
て
有

し
を
し
ひ
て
か
く
云
も
の
な
る
べ
し
(
以
下
空
白
)
(
7
ウ
)

ま
ず
右
の
巻
首
に
よ
れ
ば
、
早
大
本
の
祖
本
は
「
葦
田
氏
」
に
伝
わ
っ
た

も
の
と
捉
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
識
語
・
奥
書
に
よ
れ
ば
、
さ
ら
に
そ
の
祖
本

に
当
た
る
本
を
道
真
・
道
濯
の
子
孫
で
あ
る
太
田
資
正
(
三
楽
斎
。
一
五
二

二
i
九
一
)
の
「
嫡
孫
」
と
さ
れ
る
左
兵
衛
と
い
う
人
物
が
所
持
し
て
お

こ
っ
た
〈

り
、
そ
こ
か
ら
後
に
細
井
次
郎
大
(
太
)
夫
広
沢
(
知
慎
。
一
六
五
八

1
一

七
三
五
、
没
日
は
享
保
二

O
末
な
の
で
厳
密
に
は
一
七
三
六
初
)
に
贈
ら
れ

た
の
だ
と
い
う
。
識
語
が
記
さ
れ
た
の
は
、
享
保
一
六
(
一
七
三
一
)
年
一

二
月
一
五
日
と
い
う
が
、
記
録
者
は
未
詳
で
あ
る
。

道
濯
が
若
年
期
に
父
道
真
の
手
を
焼
か
せ
、
道
真
が
道
濯
に
「
教
訓
之

状
」
「
訓
子
状
」
を
与
え
た
と
い
う
諸
伝
ゃ
、
早
大
本
識
語
の
ま
こ
と
し
や

か
な
記
述
、
『
岩
槻
市
史
』
所
収
本
が
太
田
氏
に
関
す
る
諸
々
の
資
料
と
と

も
に
道
真
・
道
濯
の
子
孫
と
さ
れ
る
潮
田
氏
に
蔵
さ
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
、

『
教
訓
之
状
』
を
道
真
の
真
作
と
信
頼
さ
せ
る
状
況
的
証
拠
は
少
な
く
な
い
。

し
か
し
そ
の
一
方
で
な
お
、
早
大
本
末
尾
の
「
O
今
案
に
」
と
始
ま
る
一
文
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に
あ
る
よ
う
に
、
『
教
訓
之
状
』
の
内
容
を
信
頼
す
る
に
は
不
審
な
点
も
多

、。不
審
点
の
第
一
は
、
文
中
に
送
り
手
・
受
け
手
を
特
定
で
き
る
情
報
が
殆

ど
見
ら
れ
ず
、
さ
ら
に
受
け
手
に
つ
い
て
は
、
題
名
に
「
道
濯
」
と
い
う
既

に
よ
く
知
ら
れ
た
後
年
の
名
称
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
み
で
、
先
述
し
た
よ

う
に
未
だ
定
説
を
見
な
い
実
名
(
「
資
長
」
の
可
能
性
が
あ
る
が
不
確
定
、

俗
に
い
う
「
持
資
」
は
誤
り
と
い
う
)
が
記
さ
れ
な
い
こ
と
は
ま
だ
し
も
、

け
み
よ
う

仮
名
(
源
六
)
も
、
送
ら
れ
た
時
点
で
あ
る
若
年
の
道
濯
の
名
さ
え
記
さ
れ

る
こ
と
が
な
い
こ
と
。
第
二
に
、
若
年
の
子
息
に
伝
え
る
教
訓
に
し
て
は
真

名
文
が
難
解
す
、
さ
る
こ
と
。
第
三
に
、
難
解
な
真
名
文
の
割
に
、
「
有
子
悪

臥
自
砕
掌
」
と
い
う
句
の
出
典
を
、
『
萄
子
』
(
解
蔽
篇
)
と
す
べ
き
と
こ
ろ

を
「
列
子
」
と
す
る
と
い
う
、
初
歩
的
な
誤
り
を
犯
し
て
い
る
こ
と
(
「
自

砕
掌
」
は
「
自
伴
掌
」
と
あ
る
べ
き
)
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

不
審
点
各
々
の
確
認
は
、
後
文
「
三
静
嘉
堂
本
翻
刻
」
に
よ
っ
て
さ
れ

た
い
が
、
以
上
の
点
は
、
『
教
訓
之
状
』
が
偽
作
・
仮
託
書
の
類
で
あ
る
こ

と
も
推
測
さ
せ
よ
う
。
伝
来
に
つ
い
て
も
、
早
大
本
識
語
の
記
述
を
信
じ

て
、
か
つ
「
太
田
左
兵
衛
」
所
持
本
と
潮
田
氏
蔵
本
を
仮
に
同
一
本
と
認
め

る
な
ら
ば
、

太
田
↓
細
井
(
↓
葦
田
?
)
↓
潮
田

と
い
う
、
道
真
・
道
濯
の
子
孫
内
で
の
伝
来
で
は
な
い
、
や
や
符
余
曲
折
し

た
経
路
を
想
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。

『
教
訓
之
状
』
の
真
偽
に
は
、
先
行
研
究
ゃ
い
く
つ
か
の
状
況
か
ら
見
た

概
要
の
み
で
は
な
く
、
内
容
面
か
ら
の
深
い
検
討
を
経
な
け
れ
ば
判
断
で
き

な
い
点
が
、
な
お
も
数
多
く
存
在
す
る
と
い
え
よ
う
。

静
嘉
堂
文
庫
蔵
『
教
訓
之
状
』
に
つ
い
て

『
教
訓
之
状
』
を
内
容
面
か
ら
検
討
す
る
た
め
に
は
、
『
岩
槻
市
史
』
の

底
本
と
な
っ
た
潮
田
氏
蔵
本
が
、
伝
来
状
況
の
み
か
ら
見
れ
ば
最
も
素
性
の

良
い
本
と
目
さ
れ
る
が
、
稿
者
に
は
該
本
を
実
見
す
る
手
段
が
現
在
の
と
こ

ろ
得
ら
れ
て
お
ら
ず
、
『
岩
槻
市
史
』
所
収
本
文
に
拠
る
し
か
な
い
。
た
だ
、

当
該
本
文
は
、
真
名
文
に
訓
点
が
施
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
点
で
は
一
見
し
た

と
こ
ろ
読
解
し
易
そ
う
で
は
あ
る
も
の
の
、
な
お
漢
字
や
訓
点
に
不
審
な
点

が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
が
『
岩
槻
市
史
』
の
翻
刻
・
植
字
の
問
題
で
あ
る
可
能

性
は
勿
論
あ
り
、
そ
の
点
に
お
い
て
は
寧
ろ
訓
点
の
な
い
伝
本
を
随
時
『
岩

槻
市
史
』
を
参
照
し
な
が
ら
用
い
る
ほ
う
が
、
批
判
的
に
本
文
と
向
き
合
う

上
で
は
好
適
と
も
い
え
る
。

本
稿
の
紹
介
す
る
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本

(
5
2
9
/
1
2
/
2
3
6
9
2
0

以
下
、
静
嘉
堂
本
)
は
、
そ
の
よ
う
な
訓
点
の
な
い
、
し
か
し
漢
字
の
筆
画

は
比
較
的
し
っ
か
り
と
書
写
さ
れ
た
伝
本
で
あ
る
。
該
本
に
つ
い
て
は
実
見

の
機
会
に
恵
ま
れ
た
た
め
、
以
下
に
書
誌
を
掲
げ
る
。

。。
の
ノ
臼

請
求
記
号
・
整
理
番
号
一

5
2
9
/
1
2
/
2
3
6
9
2

巻
冊
一
一
冊

外
題
一
「
陸
奥
話
」
(
以
下
、
破
損
・
剥
落
)
(
表
紙
左
に
書
題
策
。
題
簸



に
布
目
)

内
題
一
「
太
田
道
真
息
男
道
謹
年
少
之
時
教
訓
之
状
」
(
一
五
オ
)
(
二
オ

に
「
陸
奥
話
記
」
)

装
訂
一
袋
綴

寸
法
一
縦
二
九
・
六
糎
×
横
約
一
一
一
・
四
糎

表
紙
一
萌
黄
色
無
地

見
返
し
一
本
文
共
紙

料
紙
一
橋
紙

紙
数
一
四
(
「
教
訓
之
状
」
の
み
の
墨
付
丁
数
)
、
全
一
九
(
前
遊
紙
一
、

後
一
)
丁

一
面
行
数
・
・
一
一
一

用
字
一
漢
字
(
真
名
文
)

字
高
一
約
二
一
了
八
糎

室
田
入
一
墨
書
き
の
注
記
・
異
本
注
記
(
同
筆
)

蔵
書
印
二
一
オ
右
下
(
陸
奥
話
記
の
巻
首
題
下
方
)
に
「
松
平
氏
/
蔵
書

印
」
(
朱
、
陽
刻
、
方
形
。
松
平
斉
典
)
、
「
松
平
・
:
」
の
上
に

「
松
井
氏
/
蔵
書
章
」
(
朱
、
陽
刻
、
長
方
形
。
松
井
簡
治
)
、

「
松
井
・
:
」
の
上
に
「
静
嘉
堂
蔵
書
」
(
朱
、
陽
刻
、
長
方
形
)
。

(
な
し
)

奥
書一

冊
の
典
籍
と
し
て
は
、
『
陸
奥
話
記
』
に
『
教
訓
之
状
』
が
付
随
し
た

も
の
と
し
て
従
来
知
ら
れ
て
き
た
伝
本
で
あ
る
。
旧
蔵
者
は
、
武
蔵
川
越
藩

主
松
平
斉
典
(
一
七
九
七

1
一
八
五

O
)。
斉
典
が
『
教
訓
之
状
』
を
所
蔵

し
た
理
由
と
し
て
は
、
ま
ず
道
真
・
道
濯
が
室
町
時
代
に
川
越
(
河
越
)
城

を
築
い
た
と
さ
れ
る
点
に
あ
ろ
う
。
藩
庁
で
あ
る
川
越
城
の
主
と
し
て
、

『
教
訓
之
状
』
に
感
心
を
持
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
『
陸
奥
話
記
』
と
合
写

し
た
必
然
性
に
つ
い
て
は
未
詳
だ
が
、
両
者
が
と
も
に
真
名
文
で
あ
る
点
は

共
通
点
と
し
て
興
味
深
い
。

静
嘉
堂
本
に
は
、
先
述
の
と
お
り
基
本
的
に
訓
点
は
記
さ
れ
て
い
な
い

が
、
(
『
教
訓
之
状
』
と
し
て
の
)
第
二
丁
オ
モ
テ
二
行
末
か
ら
三
行
頭
に

か
け
て
の
数
文
字
に
、
「
向
け
父
ニ
抜
同
市
川
ヲ
」
と
訓
点
が
施
さ
れ
て
お
り
、
静

嘉
堂
本
も
も
と
は
『
岩
槻
市
史
』
所
収
本
(
潮
田
氏
蔵
本
)
の
よ
う
な
訓
点

の
施
さ
れ
た
伝
本
か
ら
の
書
写
ら
し
い
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
た
だ
、
該
本
に

二
点
ほ
ど
「
イ
ニ
」
と
す
る
異
本
注
記
が
見
ら
れ
る
が
、
「
イ
ニ
」
に
続
く

字
句
は
、
『
岩
槻
市
史
』
所
収
本
の
本
文
と
一
致
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
は

直
接
の
親
子
関
係
と
い
う
よ
り
兄
弟
関
係
、
僅
か
に
異
本
関
係
に
あ
る
こ
と

が
窺
わ
れ
る
。
静
嘉
堂
本
と
、
『
岩
槻
市
史
』
所
収
本
に
、
先
述
し
た
早
大

本
を
加
え
た
三
本
が
、
管
見
の
限
り
稿
者
の
把
握
し
得
て
い
る
『
教
訓
之

状
』
伝
本
の
全
て
で
あ
る
。

な
お
、
本
文
の
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
本
来
、
原
文
に
句
読
点
等
を
施
し
た

り
、
訓
読
文
や
注
釈
(
校
注
・
語
注
)
・
現
代
語
訳
等
を
付
載
し
た
り
し
て

提
供
す
る
べ
き
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
難
解
な
真
名
文
の
精
確
な
把
握
に
つ

い
て
は
、
後
考
を
期
し
た
い
。
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濯
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静
嘉
堂
本
翻
刻

【
翻
刻
凡
例
】

一
、
本
文
は
、
静
嘉
堂
文
庫
蔵
『
太
田
道
真
息
男
道
濯
年
少
之
時
教
訓
之

状
』
の
翻
刻
で
あ
る
。

一
、
用
字
は
通
行
の
字
体
を
用
い
た
が
、
異
体
字
を
そ
の
ま
ま
再
現
し
た
部

分
も
あ
る
。
誤
字
と
思
し
き
も
の
も
可
能
な
限
り
そ
の
ま
ま
翻
刻
し
た

が
、
一
々
に
断
ら
な
か
っ
た
。
外
字
・
難
字
は
.
記
号
に
て
表
し
た
。

て
原
本
の
改
行
は
ス
ラ
ッ
シ
ュ
/
に
て
示
し
、
改
丁
・
改
面
は
末
尾
に

(
①
オ
)
の
形
式
に
て
示
し
た
。
な
お
丁
数
(
丸
数
字
)
は
、
『
陸
奥
話

記
』
と
合
写
さ
れ
た
一
冊
と
し
て
の
も
の
で
は
な
く
、
翻
刻
し
た
本
文
の

初
丁
を
第
一
丁
と
数
え
て
の
も
の
で
あ
る
。

て
原
本
に
見
ら
れ
る
書
入
に
つ
い
て
も
極
力
再
現
に
つ
と
め
た
が
、
便
宜

上
、
異
な
る
処
置
を
選
択
し
た
部
分
も
あ
る
。

一
、
適
宜
、
括
弧
(
)
に
て
注
記
を
施
し
た
。

【
翻
刻
本
文
】

太
田
道
真
息
男
道
謹
年
少
之
時
教
訓
之
状
/

良
久
不
能
音
間
(
問
カ
聞
カ
)
積
修
重
山
困
思
増
水
候
然
者
此
間
/
於
其
方

心
底
被
構
比
輿
之
由
従
二
位
房
被
仰
越
候
/
早
晩
忘
愚
老
之
教
務
無
道
之
行

絶
言
語
候
自
/
兼
而
度
々
知
申
含
候
拙
者
改
闇
閤
軟
暖
之
菌
従
/
男
女
不
同

席
夕
伺
寺
北
信
雄
被
加
小
童
之
人
数
一
分
心
/
不
持
善
巧
噌
気
之
憧
起
害
意
陀

他
寺
他
山
之
童
/
部
徒
送
光
陰
百
花
之
春
朝
者
指
雌
鷹
取
血
マ
(
花
+
鳥
。
燕
)

捕
瀦
/
殺
維
子
哀
為
猫
児
之
餌
折
梅
折
柳
者
投
薪
練
之
庫
/
下
又
一
葉
之
秋

タ
者
不
愛
霜
楓
之
紅
山
雀
翻
弾
磯
/
鹿
之
遠
音
尽
矢
種
衣
服
之
肩
者
与
芭
蕉

綻
布
/
袴
之
腰
者
与
蓬
草
曲
髪
乱
散
機
(
綜
)
欄
葉
爪
長
欺
(
①
オ
)
鷲
歯

垢
者
疑
積
雪
足
泥
者
似
馬
蹄
適
居
一
房
内
/
則
破
扉
風
障
子
砕
花
瓶
香
炉
割
燭

台
天
目
刻
文
/
台
曲
凡
削
椀
折
敷
逆
茶
釜
茶
桶
湯
水
尽
樋
(
鱒
)
茶
肩
/
着

之
茶
折
茶
筆
之
穂
曲
柄
杓
柄
立
爵
則
挙
杯
如
/
蹴
盤
(
蹴
鞠
)
欠
銚
子
提
子

之
口
酒
好
(
「
如
」
を
重
書
訂
正
)
鬼
呑
嫌
長
座
持
膳
覆
/
汁
立
蝋
燭
滅
火

然
而
到
食
時
者
口
音
高
鳴
箸
叱
而
早
欽
/
汁
菜
不
冶
(
喰
カ
)
手
本
美
両
所

一
度
用
錨
難
鋸
之
菜
魚
/
岐
骨
言
物
遺
目
呑
茶
尽
菓
子
乞
湯
乞
水
自
然
客
/

来
之
時
者
推
参
而
致
雑
談
揚
高
歌
流
誕
談
不
習
/
書
語
不
伝
兵
術
挑
好
人
之

衣
紋
乞
取
他
之
道
具
/
作
猿
之
戯
現
百
鬼
夜
行
之
姿
尽
天
狗
羅
利
之
/
飛
行

人
言
醜
釧
首
薙
腸
加
之
寝
不
直
為
寝
伸
(
①
ウ
)
鳴
鼻
為
寝
言
致
歯
暢
拙
哉

依
為
其
行
逃
寺
巷
亦
/
不
得
.
(
戸
+
立
。
居
)
疎
学
阪
(
帰
)
家
未
定
一

心
妬
他
之
好
学
他
之
悪
向
け
/
父
-
一
抜
同
万
ヲ
対
母
構
杖
殺
兄
弟
懇
親
類
好
博

爽
耽
女
/
色
把
相
撲
致
辻
切
失
諸
人
之
愛
憎
新
転
気
雄
奉
/
頼
主
君
万
事
無受

骨
不
知
立
A

マ
(
戸
+
立
。
居
)
之
法
宣
有
入
御
意
/
人
得
所
領
財
宝
酒
愛

(
左
傍
に
「
イ
ニ
」
)
領
官
職
日
日
雌
致
遊
覧
楽
/
我
不
叙
卑
人
郎
従
之
位
卑

世
間
得
意
人
不
被
入
談
合
/
評
定
之
座
敷
得
文
赤
面
執
右
筆
気
作
之
返
事
隠

忍
/
客
来
屈
一
族
若
党
別
無
作
事
不
似
合
好
役
掃
御
殿
/
箸
庭
清
囲
炉
裏
焼

火
組
膳
結
棚
守
門
寛
為
噺
/
瞬
之
身
如
何
若
両
人
為
栄
花
或
時
間
陣
之
触
覚

一
/
命
之
軽
心
計
錐
進
不
持
一
領
之
具
足
不
畜
一
匹
之
馬
(
②
オ
)
只
同
歩
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卒
之
葉
依
恐
御
勘
気
之
重
代
奴
縛
雑
者
/
之
役
追
馬
置
鞍
執
手
綱
正
轡
暫
時

之
隙
荷
一
家
/
宿
老
之
太
万
鑓
剰
差
添
傍
輩
之
弓
靭
(
左
傍
に
「
ウ
ツ
ホ
」
)

(
叙
)
悲
労
而
/
到
陣
屋
片
時
欲
免
其
労
当
夫
兵
之
業
取
材
木
苅
/
茅
葺
家

結
雲
腐
(
雁
)
冬
不
暖
身
夏
不
操
扇
雨
不
着
/
笠
終
日
作
矢
通
A

'

(

雨
+
月

カ
香
カ
)
呼
用
心
浅
間
敷
哉
只
今
愛
某
存
/
無
念
守
死
於
善
道
時
々
勤
致
魁

不
愛
一
命
向
敵
/
早
欲
遁
今
世
之
難
業
縁
停
寿
命
任
他
任
渡
世
読
/
詩
作
詩

為
連
歌
致
誹
譜
引
琵
琶
弾
琴
奏
笠
湾
/
築
打
太
鼓
淘
鼓
鳴
大
胴
小
胴
舞
之
唄

之
伝
弓
馬
兵
戦
/
之
大
事
見
庖
丁
鞠
将
碁
双
六
之
行
心
無
油
断
難
致
/
稽
古

日
暮
急
路
其
功
那
達
只
腎
髪
髪
之
霜
忽
(
②
ウ
)
起
道
心
雛
念
後
世
無
可
施

之
財
物
無
可
住
之
沈
窮
依
/
之
猶
恨
野
生
思
浮
世
楽
雌
随
人
情
笥
直
卑
人
履

訣
/
福
人
悲
哉
為
育
子
園
身
剥
取
貴
僧
高
人
衣
服
奪
非
/
人
施
行
食
殺
牛
馬

六
畜
之
命
穿
他
土
蔵
易
到
妄
念
/
難
成
善
心
何
遁
地
獄
之
罪
何
受
仏
神
之
感

乎
因
悲
/
思
之
全
非
先
世
之
業
若
而
不
学
能
業
故
也
憾
嘩
隣
/
汝
能
憾
慨
愚

少
壮
行
李
自
今
不
畔
師
匠
同
宿
命
近
/
多
能
多
才
之
人
間
世
間
無
窮
之
法
出

身
之
心
懸
可
為
/
尤
候
哉
夫
若
時
之
作
法
者
早
天
起
遣
楊
枝
洗
手
清
/
面
結

髪
正
衣
裳
於
閑
静
之
所
巾
卓
払
凡
樵
硯
拭
筆
/
収
心
開
手
本
磨
窮
煤
展
霜
椿

染
毒
端
任
十
指
展
縮
/
真
字
仮
字
之
筆
勢
一
点
一
尽
無
誤
心
愛
春
日
之
(
③

オ
)
永
口
含
花
顔
之
笑
一
騎
如
欲
平
万
軍
従
朝
鴻
至
/
暮
鐘
可
習
之
遊
興
必

限
戊
時
夜
既
闘
六
窓
及
暗
農
/
者
学
一
部
一
巻
之
文
書
憶
全
盛
之
昔
可
知
当

来
之
/
家
風
穴
賢
不
倦
勤
温
故
知
新
尋
常
不
可
怠
業
精
/
干
(
子
カ
千
カ
)

勤
荒
干
(
同
前
)
嬉
若
有
退
屈
之
心
詠
発
句
和
謂
寝
屋
不
/
唄
無
為
筋
面
白

不
吟
風
味
又
不
限
画
夜
有
客
来
之
/
儀
不
因
初
会
見
柔
軟
致
相
伴
遠
慮
足
音

無
高
出
/
座
中
問
答
言
少
致
雑
談
然
則
人
宣
不
謂
奇
特
乎
若
/
催
帰
路
准

(
唯
カ
)
有
縁
花
風
雨
便
不
時
再
三
可
留
強
欲
帰
/
門
頭
遥
送
期
再
会
親
是

イ
エ
呉
々

即
仁
義
之
要
道
也
必
敢
/
莫
懐
悪
慎
可
為
学
文
去
者
人
之
可
撰
者
友
也
可

聞
/
者
善
言
也
花
中
鴛
舌
不
花
香
麻
中
蓬
生
不
札
直
(
③
ウ
)
古
人
云
善
人

同
処
則
日
々
聞
善
訓
悪
人
徒
遊
則
日
々
/
生
邪
情
又
云
欲
見
其
父
先
見
其
子

欲
見
其
人
先
/
見
其
友
失
発
量
不
置
敢
諌
之
鼓
舜
宣
不
立
/
誹
誘
之
木
熟
見

世
間
之
人
迷
思
子
道
愛
呼
郷
里
/
致
当
座
之
楽
於
愚
不
庶
幾
哉
存
獅
子
之
返

榔
/
案
化
龍
(
竜
)
三
級
浪
故
学
文
無
些
戚
市
莫
帰
愚
舎
/
能
々
譜
其
旨
受

師
匠
愛
得
父
子
親
被
仰
諸
人
/
Aマ
(
戸
+
立
。
居
)
紫
閤
金
殿
心
不
思
世
務

之
営
身
不
可
有
亡
命
/
之
難
儀
任
手
任
口
習
読
有
退
屈
之
気
争
忍
戦
/
場
之

烈
失
列
子
云
有
子
悪
臥
自
砕
掌
蘇
生
怨
睡
/
錐
其
股
是
偏
非
貴
文
尽
励
武
者

功
故
也
夫
聖
/
王
治
天
下
先
文
徳
而
後
武
徳
古
云
文
者
帝
王
利
(
④
オ
)
器

也
誤
而
莫
謂
天
然
自
情
失
釈
尊
為
従
師
学
/
受
拾
薪
設
食
苦
成
採
菓
汲
水
労

其
功
徹
明
星
/
悟
道
成
三
界
之
大
導
師
又
目
連
尊
者
以
佳
学
工
/
夫
救
悲
母

之
苦
文
叔
不
成
天
子
乎
太
公
為
文
王
師
/
乎
誠
是
孜
々
学
術
者
也
情
案
物
智

者
是
文
殊
勇
/
者
是
八
幡
何
一
心
有
隔
乎
眼
前
非
生
草
木
各
染
其
色
/
禽
獣

之
無
心
皆
存
父
子
之
進
況
人
而
何
不
成
成
山
歎
之
/
思
哉
道
理
現
前
而
義
理
分

明
也
右
一
件
雄
似
無
其
/
理
心
緒
所
及
綴
以
述
書
面
略
挙
古
人
之
例
為
之
喰

只
/
所
希
者
学
文
早
成
就
顕
愚
父
佳
名
長
為
武
門
之
/
棟
梁
者
乎
(
以
下
空

白
)
(
④
ウ
)
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『
太
田
道
真
息
男
道
濯
年
少
之
時
教
訓
之
状
』
瞥
見
|
|
付
、
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
翻
刻
|
|

お
わ
り
に

本
稿
に
お
い
て
は
あ
く
ま
で
『
教
訓
之
状
』
の
表
面
的
な
報
告
に
止
ま
っ

た
が
、
内
容
面
か
ら
の
深
い
検
討
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
先
述
し
た
と
お
り

で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
問
題
が
解
明
さ
れ
る
ま
で
は
や

は
り
、
『
教
訓
之
状
』
が
そ
の
題
名
の
と
お
り
に
道
真
か
ら
道
濯
に
与
え
ら

れ
た
も
の
か
は
保
留
と
せ
ざ
る
を
得
ま
い
が
、
『
教
訓
之
状
』
の
真
偽
を
含

む
位
相
を
捉
え
る
上
で
も
、
比
較
対
象
と
し
て
、
室
町
・
戦
国
時
代
東
国
の

武
将
に
よ
る
真
名
文
作
品
と
い
え
る
、
浅
羽
民
部
少
輔
貞
宅
が
宝
徳
一
二
(
一

四
五
一
)
年
に
記
し
た
日
記
と
い
う
『
鎌
倉
持
氏
記
』
や
、
武
田
信
繁
(
一

五
二
五

i
六
一
)
が
永
禄
元
(
一
五
五
八
)
年
に
若
年
の
子
息
に
与
え
た
教

訓
と
い
う
『
武
田
信
繁
家
訓
』
、
大
関
高
増

(
?
i
一
五
九
八
)
が
天
正
一

五
(
一
五
八
七
)
年
仲
冬
に
禅
僧
大
患

(
?
1
一
五
九
九
)
に
書
か
せ
て

作
っ
た
と
さ
れ
る
『
未
庵
(
記
)
』
(
黒
羽
芭
蕉
の
館
蔵
)
等
の
存
在
も
視
野

に
入
っ
て
く
る
可
能
性
も
想
定
し
て
お
き
た
い
。
こ
れ
ら
を
課
題
と
し
て
提

案
し
つ
つ
、
拙
稿
を
ひ
と
ま
ず
閉
じ
る
こ
と
と
す
る
。

キエ(
1
)

比
較
的
近
年
に
道
濯
・
太
田
氏
に
つ
い
て
概
説
し
た
出
版
物
と
し
て

は
、
黒
田
基
樹
氏
『
図
説
太
田
道
濯
』
(
二

O
O九
・
九
戎
光
祥
出

版
)
や
、
同
じ
く
黒
田
氏
編
『
論
集
戦
国
大
名
と
国
衆
ロ
岩
付
太
田

氏
』
(
二

O
一
三
・
五
岩
田
書
院
)
が
あ
り
、
前
者
の
「
参
考
文
献
」

欄
等
に
よ
っ
て
、
新
旧
の
主
な
参
考
文
献
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

当
該
欄
に
は
掲
載
が
な
い
が
、
後
述
す
る
『
岩
槻
市
史
古
代
・
中
世
史

料
編
E

岩
付
太
田
氏
関
係
史
料
』
の
「
解
説
」
に
は
、
明
治
期
1
昭
和

三
0
年
代
辺
り
ま
で
の
研
究
文
献
が
列
記
さ
れ
て
お
り
、
比
較
的
古
い
も

の
に
つ
い
て
は
、
該
書
に
よ
っ
て
存
在
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
日
本
文

学
か
ら
は
、
井
上
宗
雄
氏
「
〈
資
料
紹
介
〉
太
田
道
濯
等
歌
合
|
|
室
町

中
期
の
新
出
歌
合
零
本
a
|
|
」
(
一
九
七
八
・
六
『
国
語
国
文
』
四

七
|
六
)
、
山
本
和
明
氏
「
七
重
八
重
花
は
咲
け
ど
も
・
:
|
|
『
太
田
道

濯
雄
飛
録
』
に
み
る
物
語
化
の
〈
論
理
〉
|
|
」
(
一
九
九
一
二
ニ

『
国
文
学
研
究
ノ
l
ト
』
二
五
)
、
水
原
一
氏
「
太
田
道
瀧
山
吹
諸
に
つ
い

て
」
(
一
九
九
五
・
二
『
駒
沢
国
文
』
三
二
)
、
外
村
展
子
氏
「
太
田
道

濯
山
吹
伝
説
の
お
こ
り
」
(
二

O
O
一
・
五
馬
淵
和
夫
氏
・
田
口
和
夫

氏
編
『
芸
能
の
表
現
』
笠
間
書
院
)
、
小
川
剛
生
氏
「
太
田
道
濯
の
伝

記
と
和
歌
」
(
二

O
O八
・
五
『
文
学
』
九
|
一
二
)
、
同
氏
『
武
士
は
な

ぜ
歌
を
詠
む
か
鎌
倉
将
軍
か
ら
戦
国
大
名
ま
で
』
(
二

O
O八
・
七

角
川
学
芸
出
版
)
、
稿
者
「
慶
応
義
塾
大
学
三
田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

(
慶
応
義
塾
図
書
館
)
蔵
『
道
濯
記
』
紹
介
・
翻
刻
」
(
二

O
O九
・
三

『
軍
記
と
諮
り
物
』
四
五
)
、
同
「
『
常
山
紀
談
』
と
歌
人
武
将
道
濯
|
|

訳
注
刊
行
に
よ
せ
て
」
(
二

O
一
0
・
三
『
勉
誠
通
信
』
一
九

E
G
H

¥¥ZEo--V¥百
回
岡
田
由
¥
唱
各
胃
¥
D
S
七
門
戸
『
)
等
に
お
け
る
追
究
が
あ
る
。

な
お
、
川
瀬
一
馬
氏
『
五
山
版
の
研
究
』
(
一
九
七
0
・
三
日
本
古
書

籍
商
協
会
)
「
第
二
章
五
山
版
の
発
生
期
」
に
よ
れ
ば
、
「
大
慧
普
覚
禅

師
武
庫
」
の
諸
伝
本
中
、
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
の
一
本
は
「
太
田
道
濯
の

旧
蔵
手
沢
本
」
と
記
述
さ
れ
、
そ
の
根
拠
は
蔵
書
印
「
含
雪
巣
」
が
「
太

田
道
濯
蔵
書
印
」
で
あ
る
か
ら
の
よ
う
だ
が
(
八
七

i
八
八
頁
)
、
こ
の
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事
例
も
真
偽
入
り
混
じ
る
「
文
化
人
道
瀧
」
伝
説
の
渦
中
に
あ
る
も
の
で

あ
ろ
う
か
。

(
2
)

未
詳
。
鶴
岡
八
幡
宮
供
僧
の
記
録
『
香
蔵
院
称
祐
記
録
』
(
『
神
道
大
系

神
社
編
二
十
鶴
岡
』
等
所
収
)
を
見
る
と
、
長
禄
三
(
一
四
五
九
)

年
一
一
月
や
翌
寛
正
元
年
二
月
頃
に
、
武
蔵
国
佐
々
目
郷
内
白
須
社
の
神

田
給
主
と
し
て
「
二
位
房
」
と
い
う
人
物
が
太
田
左
衛
門
(
道
潜
)
の
縁

者
と
し
て
登
場
す
る
が
、
『
教
訓
之
状
』
の
真
偽
は
さ
て
お
き
、
こ
ち
ら

の
「
二
位
一
房
一
」
も
関
係
す
る
人
物
で
あ
ろ
う
か
。

(
3
)

『
岩
槻
市
史
』
の
他
、
稲
村
坦
元
編
『
新
訂
増
補
埼
玉
叢
書
第
四

巻
』
(
一
九
七
一
・
四
国
書
刊
行
会
)
に
も
中
盤
、
資
武
(
後
述
)
の

伝
記
ま
で
収
載
。

(
4
)

『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
(
同
前
)
に
も
、
先
の
障
子
の
逸
話
に
続
い
て
、

「
父
怒
り
て
資
長
を
む
ち
う
っ
。
後
教
訓
状
を
撰
び
て
朝
夕
こ
れ
を
稲
せ

し
む
」
と
あ
る
。
た
だ
し
こ
れ
に
は
さ
ら
に
続
い
て
、
「
資
長
つ
ゐ
に
学

に
こ
、
ろ
ざ
し
、
兵
家
の
書
に
通
じ
、
歌
道
に
達
せ
り
」
と
し
、
和
歌
の

道
に
疎
か
っ
た
道
濯
が
一
首
の
和
歌
を
き
っ
か
け
に
歌
道
に
目
覚
め
る
と

い
う
、
所
謂
「
山
吹
伝
説
」
の
要
素
の
混
入
も
窺
わ
せ
て
い
る
。

(
5
)

『
岩
槻
市
史
』
所
収
の
前
述
『
太
田
家
譜
』
に
よ
れ
ば
、
「
左
兵
衛
尉

予
資
」
と
い
う
人
物
の
伝
記
が
概
ね
該
当
す
る
(
三
九
九
頁
)
。
た
だ
し

教
訓
状
へ
の
言
及
は
見
ら
れ
ず
、
ま
た
『
太
田
家
譜
』
に
お
い
て
は
、
安

資
は
資
正
の
孫
「
資
信
」
の
さ
ら
に
孫
。
一
方
、
『
岩
槻
市
史
』
第
二
章

第
一
節
「
一
三
本
名
太
田
氏
湖
国
家
略
系
(
千
葉
市
潮
回
資
道
氏

所
蔵
)
」
(
既
出
)
に
お
い
て
は
、
「
安
資
」
は
資
武
の
子
で
資
信
の
末
弟
、

す
な
わ
ち
資
正
の
孫
に
な
っ
て
い
る
(
四
三
五
頁
)
の
で
、
い
ず
れ
か
の

資
料
に
系
譜
の
錯
乱
か
虚
偽
が
あ
る
か
。

(
6
)

近
年
、
真
名
文
作
品
に
主
眼
を
置
い
て
検
討
を
加
え
た
も
の
と
し
て

は
、
佐
倉
由
泰
氏
「
真
名
表
記
が
可
能
に
し
た
も
の
|
|
『
桂
川
地
蔵

記
』
の
考
察
を
起
点
と
し
て
|
|
」
(
二

O
一
四
・
七
『
日
本
文
学
』

六
三
|
七
)
等
が
あ
り
、
そ
の
中
に
お
い
て
軍
記
を
主
と
し
た
も
の
と
し

て
は
、
佐
倉
氏
『
軍
記
物
語
の
機
構
』
(
二

O
一
一
・
二
汲
古
書
院
)

に
お
け
る
論
考
ゃ
、
石
井
由
紀
夫
氏
「
後
期
軍
記
と
真
名
本
」
(
二

O
一

0
・
一
一
一
『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
七
五
|
一
二
)
等
が
あ
る
。

(
7
)

『
鎌
倉
持
氏
記
』
に
つ
い
て
は
、
古
典
遺
産
の
会
編
『
室
町
軍
記
総

覧
』
(
一
九
八
五
・
二
一
明
治
書
院
)
等
を
参
照
。
『
武
田
信
繁
家
訓
』

に
つ
い
て
は
、
小
津
富
夫
氏
編
集
・
校
訂
『
増
補
改
訂
武
家
家
訓
・
遺

訓
集
成
』
(
ニ

O
O三
・
八
ぺ
り
か
ん
社
)
。
『
未
庵
(
記
)
』
に
つ
い
て

は
、
大
沼
美
雄
氏
「
「
未
庵
記
」
を
讃
む
」
(
一
九
九
七
・
二
一
『
那
須

文
化
研
究
』
一
一
)
に
詳
し
い
。
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付
記

『
教
訓
之
状
』
本
文
中
の
「
列
子
」
が
正
し
く
は
『
萄
子
』
で
あ
る
こ
と
の
ほ

か
、
内
容
の
把
握
に
つ
い
て
は
、
梅
光
学
院
大
学
文
学
部
日
本
文
学
科
准
教
授
で

お
ら
れ
た
中
尾
健
一
郎
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。
こ
こ
に
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
特
に
、
蔵
書
の
翻
刻
紹
介
を
お
許
し
い
た
だ
い
た
静
嘉
堂
文
庫
や
早
稲

田
大
学
図
書
館
の
各
位
に
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

本
稿
は
、
科
学
研
究
費
助
成
事
業
(
学
術
研
究
助
成
基
金
助
成
金
)
・
若
手
研

究

(
B
)
/課
題
番
号
一

J
S
P
S
科
研
費
ぽ
芯
D
H
H
N

に
よ
る
成
果
の
一
部
で

あ
る
。

『
太
田
道
真
息
男
道
濯
年
少
之
時
教
訓
之
状
』
瞥
見
|
|
付
、
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
翻
刻
|
|


